
　工業研究所では、この４月に中小企業への技術

開発支援業務をより効率的に行うために組織の再

編を行いました。研究部門は３部１０研究室体制に

なり、従来の生産技術部は機械金属部として新た

なスタートを切りました。

　機械金属部は、機械システム研究室、金属技術研

究室および生産加工研究室（旧加工計測研究室が主

体）の３研究室からなっています。各研究室が取り

組んでいる《コア技術》と〈得意技術〉は以下のと

おりです。

　機械システム研究室　《機械診断における予知保

全システム技術》、〈特殊機械加工技術（磁気援用加

工）、機械設備診断と材料の性能評価技術、機械シ

ステムの解析・計測用ソフトウェア技術とネット

ワークの活用など〉

　金属技術研究室　《「金属材料の破損調査とその

利用技術｣｢高強度マグネシウム合金の創製技術｣》、

　〈金属材料の利用技術、金属材料の破損・その他

の不良調査など〉

　生産加工研究室　《ＣＡＥを用いたシミュレー

ション技術》、〈レーザ加工・放電加工・プレス成形、

精密測定、機械振動に関するモーダル測定、構造変

更・改善、動的粘弾性測定および力学特性の評価な

ど〉

　生産加工研究室では、昨年度から重点研究とし

て「自動車軽量化部品の製造技術の開発」に取り組

んでおり、日本自転車振興会の補助金を得て設備

の導入を行い、部分軟化によるアルミニウム合金

板の成形技術の確立を目指しています。各研究室

の業務内容は、これまでと大きく変わっておりま

せんが、機械、金属、加工の各分野において中小企

業の皆様をはじめとする企業への技術支援になお

一層努力してまいります。

　当地域は自動車、工作機械などの機械産業の一

大集積地ですが、これらの産業が今後とも持続的

に発展していくためには、鋳造、鍛造、プレス加工、

金型、熱処理、溶接などのものづくり基盤技術の高

度化が求められています。当部ではこれら基盤技

術を担う業界団体との連携を深め、技術者の育成

や国の戦略的基盤技術高度化支援事業への応募な

どにも積極的に協力をしてまいります。

　昨年度に引き続き、企業の皆様方の現場を訪問

させて頂いておりますが、技術的課題や当所への

要望・期待などをお聞きし、課題の解決に取り組む

とともに、今後の技術開発支援に役立ててまいり

ます。皆様のご支援、ご協力をお願いします。

（機械金属部長　内藤　寛）
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機械金属部がスタートしました
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　ハイリゲンダム・サミットで地球温暖化対策が論

議されたようにＣＯ２削減が社会的に重要な課題と

なっています。そのため自動車産業においては車

体の軽量化による燃費向上対策が盛んに検討され

ています。軽量化には鋼板製部品を軽量材料へ置

換する方法が有効ですが、アルミニウム合金板等

の軽量化に用いる材料はプレス加工性に劣ってお

り、従来の加工技術や金型技術をそのまま適用で

きないなど解決すべき問題が多くあります。そこ

で当所では独自のプレス加工技術により汎用のプ

レス加工機でアルミニウム合金板の加工を可能に

する製造技術の開発に取り組んできました。そし

て、平成１８年度は日本自転車振興会の補助を受け、

「自動車軽量化部品の製造技術の開発」の研究を実

施しました。この事業では製造技術の開発ととも

に有害物質使用規制に適合する環境対応材料を用

いた自動車用電子部品等の信頼性評価技術の確立

をもめざしております。設備補助として万能塑性

加工試験機、金型温間システム、オージェ電子分光

測定制御装置、プリント基板・はんだ導体抵抗評価

システムを導入しましたのでご紹介します。

�　万能塑性加工試験機

写真１　万能塑性加工試験機

メーカー・型式：（株）オプトン、ＥＣＯ－１００Ｔ

　万能塑性加工試験機は、ＤＤＶサーボポンプ（Ｄｉｒ

ｅｃｔ Ｄｒｉｖｅ Ｖｏｌｕｍｅ ｃｏｎｔｒｏｌ ｐｕｍｐ）を用いた油圧サー

ボ式の加工試験機です。８０ｔの加圧能力を備え、実部

品加工の模擬試験をすることができます。メイン、

サイド、ダイクッションの３軸の位置や荷重を独

立に制御可能で、加工条件を様々に変えて試験を

行なうことができます。

（仕様）

　加圧能力　８０/５０/５０ｔ

　ストローク　４００/４００/１５０ ｍｍ

　ボルスタ寸法　６５０×６５０ ｍｍ

　デーライト寸法　６５０ ｍｍ

（生産加工研究室　西脇武志）
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�　金型温間システム

写真２　加熱・冷却金型部

写真３　成形金型部

メーカー・型式：三機商事（株）、ＳＫ－０６０４０４－１

　金型温間システムは金属板の急速加熱・冷却を行

なって部分改質金属板を製作することができる加

自動車軽量化技術関連分野の新規導入設備
（平成１８年度日本自転車振興会設備補助事業）
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熱・冷却金型部（写真２）と、製作した板の深絞り

成形性を試験する成形金型部（写真３）から構成さ

れています。成形金型部はアルミニウム合金板だ

けでなく鋼板などの各種金属板の深絞り成形性試

験にも対応することが可能です。本事業ではプレ

ス成形性向上のために部分改質したアルミニウム

合金板の作製と成形試験に使用しました。

（仕様）

　［加熱・冷却金型部］

　　ヒータワット数　：８ｋＷ

　　加熱温度　　　　：常温～５００℃

　　加熱可能領域　　：２３０（ｍｍ）

　［成形金型部］

　　最大成形サイズ　：８０×１５０（ｍｍ）

（生産加工研究室　村田真伸）
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�　オージェ電子分光測定制御装置

写真４　オージェ電子分光測定制御装置

メーカー・型式：日本電子データム㈱、 

　　　　　　　　ＡＥＳデータシステム　

　オージェ電子分光法は、金属や半導体といった材

料の表面元素分析に使われます。検出深さが１ｎｍ

程度と非常に浅いことが特徴で、金属酸化膜や試

料表面にある微量な付着物の同定を行うことがで

きます。また、表面をエッチングしながら測定す

ることにより、深さ方向の元素分布（デプスプロ

ファイル）が得られます。本装置はオージェ電子分

光法によって得られた信号を取り込み、データ処

理、記録および保存するためのものです。電子

データとして処理・保存することができ、データの

解析が容易になります。

（仕様）

測定方法：ワイドスペクトル、デプスプロファイ

　　　　　ル、オージェ像

（情報・デバイス研究室　山田範明）
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�　プリント基板・はんだ導体抵抗評価システム

 

写真５　プリント基板・はんだ導体抵抗評価システム

写真５　プリント基板・はんだ導体抵抗評価システム

メーカー・型式：エスペック㈱、ＴＳＡ－１０１Ｓ－Ｗ／

ＰＬ－３ＫＰ／ＡＭＲ－１２０－ＰＤ

　鉛フリーはんだなどを用いて実装したプリント

基板を対象に、高温および低温の雰囲気に交互に

さらして熱ストレスを繰り返し与えたり、温湿度

サイクル試験を行いながら、基板上のはんだ接合

部の抵抗値を連続測定し、はんだ接合部の導通劣

化を試験中にその場で評価できます。

（仕様）

　冷熱衝撃試験装置：高温室 ６０～２００℃、

　　　　　　　　　　低温室 －７０～０℃

　恒温恒湿槽　　　：温度 －４０～１００℃、湿度

　　　　　　　　　　２０～９８％ＲＨ

　導体抵抗評価装置：抵抗測定範囲 １ｍΩ～１ＭΩ、

　　　　　　　　　　チャンネル数 １２０

（電子機器応用研究室　林　幸裕）
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－光触媒環境産業展・フォトクリンフェア２００７に出展しました－

おおおおおおおおおおおおおおお知知知知知知知知知知知知知知知らららららららららららららららせせせせせせせせせせせせせせせ

　５月１８日～２０日にポートメッセなごやで開催さ

れたフォトクリンフェア２００７に工業研究所として

出展しました。フォトクリンフェアは、近年話題

になっている光触媒技術の展示会であり、国際福

祉産業展・ウェルフェアとの併催で毎年開催されて

おり、今年で第３回を迎えました。生活環境を改

善し、健康福祉に寄与する光触媒技術に対する関

心は高く、多くの入場者を集めており、光触媒応用

技術をコア技術の一つとしている工業研究所とし

ても３年連続の出展となりました。

　工業研究所ブースでは、当所の開発シーズであ

るチタニア／粘土複合体光触媒について展示を行

いました。この光触媒材料は、高い吸着性能を

持った多孔体材料でもあり、特に疎水性物質の分

解除去に優れるという特性を持った新材料です。

昨年度にこの材料を用い、企業と共同して、シック

ハウス症候群や化学物質過敏症を引き起こす室内

ＶＯＣ（有機揮発性物質）の対策用光触媒コーティ

ング液の新製品を開発しました。フェアでは、こ

の新製品の展示も行いました。

　開発された光触媒コーティング液は、共同開発

企業が製造する既存の光触媒コーティング液に、

チタニア／粘土複合体光触媒を配合したものです。

一般に酸化チタン系の光触媒材料は表面親水性で

あるため、ホルムアルデヒド等の親水性ＶＯＣに比

べ、トルエン、キシレン等の疎水性ＶＯＣの分解除

去性能が低くなります。チタニア／粘土複合体は、

光触媒材料としてはユニークな表面疎水性を示す

ため、コーティング液に配合することにより疎水

性ＶＯＣの分解性能を強化することが可能であり、

開発品を疎水性・親水性に関わらずＶＯＣを除去で

きる万能型ＶＯＣ対策材料として完成することがで

きました。実際に建造物の室内の壁や天井にスプ

レー塗布してＶＯＣ除去性能を調べるフィールドテ

ストにおいても良好な性能を確認しており、当所

としても自信を持ってお勧めできる開発品となり

ました。開発品については企業と特許の共同出願

を行い、さらに実施契約を結んで製品化に繋げる

ことができました。

　今回、当所が開発に関わった上記の新製品が展

示されたことにより、当所ブースに対する関心も

高く、多くの来場者の方々と有益な情報交換を行

うことができました。今後も開発シーズを活かし、

企業と協力しながら新たな応用製品の開発に努め

てまいります。

（材料応用化学研究室　大岡千洋）
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